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第9回 世 界 湖 沼 会 議 ・自由 会 議 開 催 報 告
一 下 水 文 化 と進 化 す る 下 水 道 の シ ンポ ジ ウム+第6回 下 水 文 化 研 究 発 表 会 一

U月i7日(.D大 津 市 ビア ザ淡 海 ヒ'アザ ホー ルにお

い て 、前llま で 開催 され てい た 第9回 世界湖 沼 会議σ)

自山 会イ義ヒして企 画 さ才した本 会iゴ 崔σ)「 下水 文1ヒと」態

化 す ろ ド水 道 び)シンホ ジウム,,が 開 催 され.表 した 当

1じ.エ休 ロに 書、か か 才.〕らす200余 名の 参.加者が あ り、4

1つ の 分 科 会 に 分 か れ て 行 わ れ た研 究 発 表で は 満 席 に

な るほ どσ)盛～兄で した,

二の企画 は ・昨 年の ド衣 文化研究 猪 表会 に才5いて、

滋 賀県琵 邑 湖II斤究 所 所 長 の 中 甘IE久 氏,い らヴ)ご提 案

にkり.ド 水 ズ化研 究 発 長会 を世 界び)水関 係者 が集 註

る 世 界湖 沼 会議 の 場 で 開 催 す る べ く準 備 を進 め て き

た もの です.

開 催準 備 に あ たr)て は 、 「rl主 企画 フ ロ グラム 実行

委員 会」び)多大な ご協 ガを得 な が ら進 め て 玄い り 玄 し

たが 、展 示 会、海 外 か らの講 演 者を お迎 え し同 時 通訳

を行 うな どこれ までに ない準 備 も必 要 で した。 このた

グ)、実行 委員会 メンバー 、本 会運 営 委員 、案内 芹や 講

海f集α)編集1二t動ノ」し・た だい た ノ∫・々 、そ して 当 口会場一ご

の進 行 を担 当 して い た だい た 全国hド 水道 コ ンサ ル

タン ト協 会 関 西 支 部 の 若 手び)方 々 をは じめ、 多 くの

方 々σ)ボラン タ リー な ご協ガ と支援 無 しには 、開 催す

る こ とは で きな か った と思い ます 。深 く感 謝 の 意 を表

したい と思 い ます。

また、全国L下 水道 コンサ ル タン ト協 会様か らは財

政 面で び.)ご支援 をいた だ き ま した 心 か ら御 礼 申 しL

げ,た+ 』

当 口は、地 球の 水 を守 る 立場 か ら、環境 と資源 に配 慮

した水の使 い ノノ、流 し.ノノな どそれ ぞれ の1.司や 地域 で育

まれ て きた 「ド水 文化 .と 技 術や 制度 とい った 「卜'水文

多くの参加者を集めた分科会

山村氏の記念講演

明 」の 融 合 を図 り、 ド水道 び)進化 して い く姿を 考 えて

い く ことをテ ー マ に.国 内 外 で 水に関 わ る幅 広い問 題

1二彫(り尉し気才して'こ ら才Lた二3名 び)占飾海〔者弓二よ る『1己,念、i障

演 、4つ4)セ ッ シ ョンで 行 われ る研 究 発表 、パ ネル

デ ィス カ ッシ ョン な らび に展 示会 が行 われ 圭 した

西堀 代 炎評 議 員な らぴ に 来i賓 と してお 迎 え した 本

企 画 σ)発 案 者 で もあ る琵 琶 湖 研 究所1卜 村 所 長 か うび)

ご挨 拶 の 後、 下水 道総 合 研 究所 久保理!ド長 の 「日本 に

お け る ド水道 論 の歴 史的 要因 ・視,点及 び最 近 の 発展 と

211睦 糸己1、(ノ)」萱iと 題イーるβ己,念i薄1寅カ1ま)レ.ノを した.こ 〔ノ)

な か で、!1、保 理 ・卜長 二雫.ノ、でな1ナれ,ば語れ な い数 やの

エ ピ ソー ドと と もに、新 世紀 に お け る道 を語 ってい た

だ け た こ とは 本会 に とっ て も、参 加 した 多 くの 方 に

と って もた いへ ん,意味 σ)あ る こ とで あ!)た と思 い 圭

す .

山村 氏 ノ)講演 は地丑k規模 での 衛 生 と安4ソ く水供給

供給 の 普 及が いか1.二必 要で かっ 困 難で あ るか を 多 く

プ)卜匙1一で'斥さ才し、」Dゐ判司ソ')[11鵬モ匡巧ノノ、5き し一([1/1際t勃、澗

の必 要性 を指 摘 され'註 した.・1-1に 海 外協 力な どと

匹レ目.〕て い る我 々には無 い 切 り 口だ った と思 い.責す..

マ レー シア か ら才.3招き した ル ド・ンア ン氏 か らは 、水

質保 全策 を推 し進 め る ため 、全1,珂規模 で しか も ト水

道 単独 で1.陀営 化 され たマ レー シア で0)経 験 をお 話い

た だ き、 今後 料金 徴収 率 を向Lさ せ て い くた めび.)提

案 な どを語 っ て もらい 業 した、.

最 後 ヴ、レ{ネ ルデ ィ,スカ γシ ョン ては 、研 究 発 表 分科

∫ソ)座 長 か らの 分 科 会 報 告.セ 『2U"r紀 の ド.衣道lli楽 ～
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進化 卜水道び)腕点か ら』 と題する議論をフロアー と交

えて行い 虫した。最 後に提 言(本 ページ)を 朗読 させ

ていただきま した。

展示会場では滋賀県下の銘水、緩速ろ過水 と高度浄

水の試飲な ど賑わいをみせていま した。

また、次の3編 の論 文に優秀論 文賞が授与 され ま し

た.(敬 称略〉

■ 井上和人 ・神 占和夫1平 城 京の都 市計画 と排水体

系

西 澤 政 彦 ・小 笠 原 勇 … ・薮 原 敏 吏 ・大 久保 俊 治

失 われ た水 文化 を取 り も どせ一一取 手市の 取 り

組み一

椿本 祐9∫、:下 水道 事業 の民常 化

最 後 に講演 者 、 発 表 者'、パ ネ ラー一ヴ)方 々に も御

■

■

ネL申 しユニげ 、 『期f崔報 告 と致 しまづ'、

(文 貞 酒 井彰)

提言(　ゴもルじコロ　ニロこコてコロロ):21世紀(ニレレこドコもコしニつ　のロロロ)の水環境(ロロロロコね)と進化(ロコるドコぼコしハら)する下(てボセ)水道の方向
・一 rπr.一}i'・,riー コ 昌 脳1-=一 一 。嵩 一 ロ コ ロFi目目 一 」L・ 』島 』・

シ ンボ ジ ウム の パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョンの 最 後 に

コー デ ィネー ター か ら読 み.Lげ られ た提 言 です、

■ 下水 道 は生 活 と水 環 境 をつ な ぐ もの で あ り、水 環

境 はわ れ われ が利 用 し、依存 す る資 源 につ な が っ

て い ます 。す な わ ち 、わ れ わ れ の 生活 を と りま く、
一 貫 した 水 循 環 シ ス テ ム の な か で 重 要 な 位 置 を

占 めて い る とい え ます 、 した が っ て 、市民 は 水 環

境 の 実 態 と生 活 との か か わ りに つ い て 知 る権 利

を もっ て お り、他 者 に 管 理 を 依 存 す る 無 意 識 の 存

在 で あ っ て は な りませ ん。

巳 環 境 が 共有び)資産 で あ る とともに、そ こにつ な がる

1ぐ水道 は 市 民 が 共同 して利 用 す る装 晟 で あ る こ と

を 再認識 す る必 要が あ ります。下水 道 の身 勝目乎な利

耳llよ、環 境 を損 な うこ とにつ オ£力三りまつ　。 了行民1よ、

利 己的 な使 い 方を しな い義 務が あ り.ま た、 これ を

認 めな い 社会規 範が 求 め られ 玄す,、

■ 下 水道 は 仕 会的 施 設 で あ り、社 会環 境 条 件や1†1民

の 価 値 観 を反 映 して 変 化 します 。 これ か

らび)変fヒ1よ、 短 絡 白勺な 効 倖曼†生べ)和」f史牛生を

求 め る び)では な く、 社 会 や環 境 資 源 び)持

翁ヒを 目漂 と した 進fヒ で な けオしは1な ら な い

で し,虻う.

■ ド水道0)進 化 は近代 化 の 過程.で ≧られ て き

た技 術 文明 へ の過 度 の依 存か ら転 換 し、 ド

水 文化 と融 合す る進 化の 方向 を 見っ け 出　1-

必 要が あ り之す、 そ のた めに 人々の 暮 ∈)し

や これ 業でび)水 と(1)関オ)りを振 り返 る とと

芒)に、 それ ぞれ の 国や 地域 で継 承 され てい

る 文fヒを 内在 した地」或膨『イ1一ぴ)進化〔ノ)ノプ向 を

`忌め ま し,ようン

■ 進fヒの ノ∫向 を見出寸'ため に、水 を と りま く

さ 支 ざ まな リス クが 存在 す る こ とを 市民 も含め

て理解 す る必 要が あ ります。そ び)ためには 、広 範

な情 報 σ)共有 化 と学習 が 欠かせ 虫せ ん..

■ 進 化 を進 め る た め に 、既 存9)ル ー一ル を 見直 す と

と もに、市 民 の 参加 を 含 め た 新 た な役割 分 担 の

構 築 、説 明 責 任 の 徹 底 が求 め られ ます 。

■ 卜水 文化 を融 合 した 下 水道 シ ステ ムの 運 用 に あ

た っ ては.コ ス ト負担 び)見直 し、誘導 策 ゾ)導人,

共 同 利 用装 置一で、与)るこ とを喚起 させ ろ 〃策 プ)導

人 な ど、市民 び)参加 意 識 を醸成 す る政 策 が欠 かせ

主せ ん。市民 び)広範 な参 加が 新 たな水 文化形成 の

推進 力に な り.蓑す 、

目i態`ヒrl'る ド4く)並ん勤1∫正受:二1受透 寸'るた占!)1こ、日オ式『マ

水 文化研 究 会は 、人 と水 循環 系 どが 対話 で きる状

才兄を 作 りだrj一二 とを 目的 と し、問 題、認知1のた めσ)

啓 管,晋動 、閏係 ～での[径意形 成 の 起援 、関連 す る情

報ノ)集約 ・解 租 ・{6f、rたビに 努}・て い き 姻-

海外か らの 講演者 ・発 表者を囲んで

r廟 らせ:今回の下水文化研究発表会の講演集は、会員の方1.も ご購入をお願し、[て1肩.下 水道濡 蕉l

i黙 糠.懸 熱 囎難 鰹 慧灘獣獣鴛獣 誓黙 製 鴇絹
方 に も ご購入 を お勧 め いただ けれ ば幸 いで す。申 し込み は 本会 事 務所 ま で 、必ずFAX、 は が き 、e-mailで 。
一 部3000円(送 料 込み)で す 。また 、山村 氏 の記 念講 演 ス ライ ドは国 連大学 の ご好意 に よ り、本会 の ホーム目

1ページよりしぱ らくの間ダウンロー ドで きます。

一
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第24回 定例研究会開催報告

9月16日(日)神 戸で初めての定例研 究会を開催 し は何かを考える うえで貴重な講演であったと思います。

ま した。神戸大学のできたばか りの百年記念館 とい う 松下氏は、明治 ・大正時代 の創設 工事 ・拡 張工事の時

立派な会場で したが、 日曜 日の開催 とい うことで参加 代 の写真 をた くさん使 って、歴史的建造物 の鑑賞 とい う

者 は数の上では今ひ とっで した。 しか し、内容は豊富 形で創設期の神 戸水道 を紹介 して もらいま した。 また、

であったと思 います。

演題、講演者は以下の とお りです。
r土木史から見た都市水利」神戸大学 ・神吉和夫氏

r神戸水道の創設 と拡張～明治 ・大正の水道施設

を中心に～』 神戸市水道局計画課 ・松下眞氏

r神戸下水道の黎明 と近代50年 の足跡」

創設期 に深 く関わった佐野藤 次郎の設計には留学 したイ

ギ リスの影響が伺われ るとい うことで、ご自身で訪問 さ

れ た英国のダムの写真 と重ね合わせ ることにより持論を

展開 していただきました。

山地氏か らは、神戸の下水道は水道に比べ て歴史が

浅いに もかか わ らず、た くさんの貴重な写真が紹介 さ

___一 一.』一・一紳 肺 下水道再規 部一島一出地健 三民1・一れ 妾一した。そ七 で下水齢 転 機に ある堤在 、一どの よ う

神 吉先生か らは、ご 自身がなぜ 土木 史、都市水利史 に住民 との関係 を再構 築 してい くか とい う視点が述べ

に取 り組まれ るよ うにな られ たのか とい うことか らお られ ま した。

話 され、住民 と都 市水利施設 とのかかわ りを振 り返 っ 講演終了後 、お手伝いいただいた神戸大学生 さん も

てみ ると、かつては住民 自らが負担 し管理す る時代が 含 めて、神戸 の町並 み と港 を眺 めなが ら野外での懇親

あった こと、それ が近代化によって住民の関与を不要 の場 をもちま した。 こ じん ま りとした定例研 究会 で し

なもの と したこ とがわかる とい う内容 で した。近代化 た が、3っ の講演 をっ なげるよ うな努力が これか らの

以前 の技術 な ど最近になって 見直 され もしますが、官 時代 必要だ と強 く感 じま した。

と民 の関係 が問い直 され ている現在 、本来の 「公」と(文 責 酒井彰)

繍繍 繍聯欝 磯i犠 欝 讐1

纏脇脇 臨繍鋳錫鵠編雛麟藤麟編騨繍纒騨鋳纏縫趣騨藤鵠騨騨磯繍論蝋 醸幽編繍 編㊥鵠編〃
去 る8月5日 東京で開催 され たバル トン忌2001に 参

加 しま した。 下関 市の水道はバル トン先生の調査を元

に創設 されま した。

新 世紀 の幕 開け となる今年、下 関 市水 道 局 は創 設

95周 年を記念 して、災害備 蓄用 、また水道事業PR用 に

ボ トル ウォー ター 「あ あ!関 露 水」 を製作 しま した

... 肱_逝 感.ル鑑 は下.閨』丞道 の 父鯉 赴 ン先

生が描 かれ ています。

今年 のバル トン忌ではr山 の御爺 ・中川金治 と東京

の水源林」 と題 し、稲場先生による記念講演がお こな

われま した。東京の水源林をっ くる ことに精力を傾 け

た中川金治 さん とい う人物 に光 をあてたその講演は、

東京都 の水源林、中川 さん との出会い、金 山、アイ ヌ

語 、遠野物語 な ど多岐 にわた って展 開 され、目そ の内容

の編広 さ、密度の濃 さに圧倒 されま した。

バル トン先生の曾孫 である鳥海 さん、そ して玄孫 で

ある榊原 さんのお手紙が紹介され、歴史的な人物である

バル トン先生が身近に感 じられ ました。

また、下関市水道局が製作 したrあ あ!関 露水」をご

賞味いただくとともにその紹介をさせていただきま した

が、実は、rあ あ!関 露水」を紹介す ることは頭 になか

った ものですか ら、突然紹介の時間をいただき、あせ っ

て しまい、大変緊張 しました。

講演の後、青 山霊園に場所 を移 して、バル トン先

生の墓前 に一人一人献花 した後、バ グパ イプの生演

奏 にあわせ、み んなでス コッ トラン ドの民謡ア メー

ジンググ レー スを合唱 しま した。正装 したバ グパイ

パー を見るの も初 めてな ら、生のバ グパイプ演奏 も

初 めての ことで、大変貴重な機 会を得る ことがで き

・・まも た。・一・一・一目目・一～・・一一一一一 一

先を見通 し、長いター ムで物事を考えて水源林をつ

くった中川 さんの精神はr悠 久に生きる」 とい うバル

トン先生の精神に通 じるものであ り、こうい う精神 こ

そ我 々は受け継いでいかない といけない し、その精神

が輝 きを失わない限 り、源流地域 の未来は必ず明るい

もの となる。 これは記念講演 で稲場先生が特に熱 を込

めて言われた ことであ り、印象に残っていま魂 また、

水道 に携わ る者 として,源 流地域 に対す る感謝を忘れ

てはいけないと改めて感 じま した。

最後にな りますが、バル トン先生に深い愛情や関心

をお持ちの多 くの方々とお話 しする貴重な機会を持て

たことが、私にとってバル トン忌での最大の収穫にな

りま した。

(編集注;藤 井さんには早々に本原稿をいただいておりまし

たが、本号まで掲載できなかった点おわび致します。)
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婁 ごみ文化研 究会発 足 、 一 溝入 茂氏の講演会開催 一 ‡
◆.目 運 営委 員 稲村 光 郎 ◆

◆ ◆
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当会の弟 分 とで もい うべ き 「ごみ文化研究会」が発

足 し、その第1回 総会 が去る9月15日 、中央区新富町

で開催 され た。

同 会 は松 藤 康 司(福 岡大 学)、 篠 木 昭 夫(全 国

都 市 清 掃 会 議)、 八 木 美雄(廃 棄 物 研 究財 団)・、

神 山桂 一(北 大名 誉教 授)占 部 武 生(東 京都 環 境

研 究所)、 石 井明男 ・稲村光郎(当 会運営委 員)を

発 起人 と して 、設 立 された もので 、rご み問題 」が

近年急激 に クロー ズア ップ され 「環境 の時代 」 とい

われ一る21世1紀 にあ りで克服すべ き一テー マの一 つ とさ目目

れて い るものの、 ごみ 処理そ の もの は太 古の時代 か

らあ った と考 え られ 、また身近 な問題 であ るに もか

かわ らず 、その系統的な調査や研究はまだ十分行われ

ていない状況にある。そ こで同会 では、先達がた どっ

た ごみ との付き合い方 とその歴 史を謙虚 に学 ぴ、忘れ

去 られ た事項を発掘する とともに、新 しい視点か ら見

直 し、環境 の世紀 にふ さわ しい 「ごみ文化」 を創造 し

たい としている。

当 日は総会に先立ち、30余 名の出席の下で記念講

演が開催 された。講演は東京都環境局の溝入茂課長を

講師 としrご み処理史から見えてくる数々の問題」 と題目

して行われた。同講師はrご みの百年史一処理技術の移

りかわ り」(学 芸書林、1988〉 で、明治以来の 日本の

ごみ処理の通史を著 し、またr近 代 ごみ処理 の風景1

(日本環境衛生セ ンター、1995)で はイギ リスを中心

と した19世 紀か ら20世 紀の欧米の ごみ焼却 を主 とした

処理の歴史を掘 り起 こ し、その功 により廃棄物学会の

著作賞を授与 され るな ど、高い評価 を受 けている。

講演では最初に講師が、下水な どと対比 しなが ら、ご

み処理については、江戸時代 は ともか く明治時代か ら

ごみについての多方面にわたる総合的な調査を困難に し

ていると報告された。目目

またわが国では、近年 まで産業遺産が省み られ るこ

とがほ とん どなか ったこ とは、当会の皆 さんには周知

の通 りであるが、溝入講師 もその こどに触れ、戦前か

ら戦後 にかけて作 られたバ ッチ式の ごみ焼却炉が急速

に姿を消 して しまったこ と、戦前の東京市が建設 し、

戦争直後に倉庫会社に売 り払われた深川塵芥処理工場

は、つい先年までそのアールデ コ風の素晴 らしい建物

が残ってお り、都 として残 すべ きではなか ったのか と

指摘があった。

さらに歴史か ら学ぶ ことの一っ として、官製の リサ

イ クル運動の危 うさを挙げ、特 に戦後の学校にお ける

教育予算の不足を補 う形で行われた廃品回収運動に始

ま り、目今 目まで繰 り返 され る リサイ クル運動が、その

都度、既存 リサイ クルルー トを破壊 し、結果 としてそ

れ に替わる多大なエネル ギーを投 じるような官主導の

リサイ クルが行われ よ うとしている二と。

二つ 目と して、 コンポ ス トにっいて述 べ、20世 紀

始 め にダ ノ式 がイ タ リアに登場 して以 来、わが国で

も昭和の始 めか ら繰 り返 し取 り組 まれ、今 また ごみ

減 量、食 品 リサ イクルな どの掛 け声で取 り組 まれ て

いるが、 しか しコンポス トは これ までのいず れの時

代 も市場の需 要か ら生 まれ た もの では な く、まず堆

肥化 あ りきか ら出発 している こ とか ら、掛 け声倒 れ

にな ってい る ことか ら、同 じ轍 を踏 まないた めに は

どうすれば よいのかを考えるべ きこと。

三番 目に、現在の ごみ焼却施設 の肥 大化 を挙げ、

そ の公害防止設備 が、プ ラン ト容積 の過 半 を占め る

よ うな技術 は、技術 と して筋 が良 くない こと、等々

.の歴史 につい ては、これまで ほ とん ど研 究がな ざれ{一 の技術 史的早な視 点 も皮 一え7とξ目歯に 衣着せ ぬ内容の講

て こなか った こ と、近代 の ごみ 処理 の歴 史 を見 るこ

とが現在 の課題解 決 につ なが る との思 いな ど 「ごみ

処理 の歴 史 に取 り組む よ うになっ たj動 機 に触れ 、

さ らに今後 とも近代 の歴史 に こだわ って行 きたい と

の話 か ら始ま った。

次いで明治大正期の膨大な新聞記事か らごみ関係 の

記事 を読み 取る困難 さなど、一次文献の奴集 をどのよ

うに行 ってきたか、その中で は大学の図書館 に眠って

いた、頁 も切っていない明治以来の欧文雑誌 をほ こり

だ らけにな りなが ら、発見 したエ ピソー ドも交えなが

ら、 ごみや焼却炉 関係の文献が、わが国 では明治大正

期 には主 として衛生関係 の書籍にあるが、欧米では19

世紀末か ら20世 紀初頭にかけて工学系雑誌 に、技術論

文が花盛 り状態になってお り、わが国の大学に も輸入

されていなが ら、省み られ るこ とがなかった。 このこ

とが、すなわちその絶対量の少なさと偏在が この時期の

演 で した。

講演後の質疑では、出席者か ら講演内容に深 く関わる

活発な意見が多 く出され、関心の深 さが伺 えま した。最

後に神山先生か らrと もかく.資料の散逸が激 しく、今急

いで収集を しておかなければ間に合わない」 と、会の今

後の方向を示唆す るまとめとしての意見が出され、第一

回の講演会は成功裡に終わった。

講演会終了後、第一回の総会 が開催 され た。 当 日の

入会者 も含め60名 近 い会員が いる ものの、名簿 も整

理 され てお らず、会則 もない とい う状態で あったが、

今後の運営方針に対 して積極的 な意見が出 され、 しば

しば議論が沸 くな ど、白熱 した会合 となった。結局、

会の取 り上げるべ きテーマは ともか く、取 りあえず3

ヶ月に一回程度の定期的な懇話会、講演会を開催 して

い くこと、次回講演 を12月15日 に開催す ること、

地方の会員のために廃棄物学会や全国都市清掃会議 な
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どの開催 と連携 して行 くこと等 が意思確 認され、

唱務鼻.話体制等を決定 し散会 した。

※ごみ 文化研 究会についての詳細は、

井、稲村 まで

本会の石

第ll回 ・第12回 し尿 研 究 会 の 報 告

し尿 研 究 会 会長 地 田 修 一・

(第11回)

7月13日(金)18時3〔)分 よ り日本 ド水文化研究会事

!務 所 にお いて、会員の鈴 木和 雄氏 よ り「衛 生に係 わ る生活

と奇習」 と題 す る講話が あ りま した。

渡 来 人に よって 中国や 朝鮮 か ら高度 な医 学的 知 識が

iも た らされ、それ らを基に 「医心方」や 「倭 名類 しゅう抄」

が平安時代初期 に編 纂 され、 日本の 漢方医術 も次第 に整

備されて きま した。しか し、大然痘 の ような急性感 染症 の

場合 は、相 変わ らずな すすべが な く、加 持 祈 と う、神仏

な どに頼 ること しかで きませ んで した。

そ こで、鈴木氏 にお願 い して 「衛生 に係 わ る風習(奇

習)」 について、図や写 貞をふん だんに使 って解 説 して も

らい ま した。 日本の 事例 のほかヨー ロ ッパ に も話 が及び

ま した。当日、話題 にな った風習(奇 習)の 主 なものは次

の とお りです。

① 赤絵;天 然痘 を防 ぐために鎮西八郎為朝なとの 絵 を

赤色で画いたものを戸口に貼った。この風習は昭和

の初期 まであ った。赤い色には神通力があると信 じ

られていた。

② お歯黒1歯 を硫酸鉄の液で真っ黒に染めた。昭和の

初期まで既婚婦 人の間で女性 のた しなみ として広 く

行われた。虫歯予防にもなっていた らしい。平安貨族

の間では男性 も行っていたとのこと。

③ 静脈血を抜き取る1中 世ヨーロッパの貴婦人の閤で行

われた奇習。静脈血 か黒血といわれ嫌われたため。

④ ビデ1婦 人の性器洗浄器。1700年 前後のフランスの

都市部の貨婦人の間ではやった奇習。ベ ットルーム

などに しつらえた。

⑤ 飲尿;一 種の信仰 と して存在。効果のほどは疑問。

(第12回)

9月 口 日(金)18時3〔)分 よ1)東 京 ・飯 田橋の東 京ボ

ラ ンチ ィア・lli民活動セ ンターで高杉 喜平 ・由江 ご夫妻を

講帥 に迎 え、「し尿汲取1).業 のて ん末」と題 して講話 して

いたた きま した。あ らか じめ、標題 の覚 爵 きを資料 と して

いたたいていま したので 、会員の皆 様には 箏前に 目を通

しても らってい ま した。その ためで しょうか、話の途 中で

質問 か飛ひ且.1した り、逆に講師か ら「なにか聞 きたい こと

が他 にあ りますか」との誘 いの発言か あ った りと、双方向

ての や りとりがあ りア ッとい うまの2時 間 で した。

両講 師の絶 妙 の コ ン ビ ネー シ ョ ンの 役割 分打.1のもと

に、;'ハた取1.〕.裳を とちLげ 、会 社縦織 に して 業,務を拡 大 し,

また その後の社 会状 況 の変 化に的確 に対応

して きた ことが、話の端 々か らうかがわれ ま

した.、活の骨 ヂは次の通 りてす。

⑤ 戦 後、復 員 して家 業の農 業に従 事 した こ

と肥料 が不足 して い たので 自給 自足 の

ため 、荻窪、高円 寺.方面の し尿 の汲取 り

を開始 した こと

② や が て、他 の 農 家 か ら し尿 の需 要が あ

り、余分の もの を売却 し始め た こと

③ 次 第に 専業の性 格 を強 め会 社組 織 に し

た こと

④ 汲取 り料を とるように なった こ と

⑤ リヤカー か らタ,15車を経 て 三輪 トラ ック
ヘ 、やかてバキ ュー ムカー を購人 した こ

」

⑥ 農家からの需要がな くなり、素掘 り穴処分地を確保

し汲取 りし尿 を投棄するようになったこと

⑦ 自治体とのやりとり

⑧ し尿処理場への搬人と素掘 り穴処分地への投 入とを

f井珪iしたこと

⑨ ド水道の 普及につれた汲取 り量の減少

⑩ ド水処理場のメンテナンスや廃棄物の運搬 ・処埋処

分へ業務をシフ トしていったこと

⑪ 現在も、 し尿の汲取 り業をわずかではあるか継続 し

てお り、震災時に備えてバキュームカーを確保 して

いるこご。

監

倉
ヂ

(( ↓

戸

'〔
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し尿研究 会 く第12回1の 講演者 を囲んで
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リ ドゥア ン さん 、 ル デ ィさ ん か らの メ ッセ ー ジ

今 回の シンホ ジウム に記念 講 演、研 究 発表 σ)ため に来 日 され た リ ドゥア ン さん とル デ ィ さんか らe・mai1を い た

だ き 去 した、(何 人かの 方へ送 られ て きま したの で 、最 大公約 数的 に編 集 させ て い ただ き ま した。)

i隔k-y而 闘tl海石評繭 論司
〔luringmyt.rゆtoJapan.Mythanksalsoしoyou

i alld～III1・ha口 ・aVeIentεrtaine(11meS・WellI

IiLhr℃ugh。uしmystay.lhadaw・nderfultimelnl

i・∫aP～mモmdholx・tor〔 ≧tumagaillsOmetimenextI
=year ..i
'1

～1mbackl.・ ・mcew・rkingtQdayaI・dstartsend・i

ilngu・mallst・frien〔lsthat[havemetduringmyi

ll.riPk」JaPan,lI

llambok111glbrward正bryourtripしoMalaysia.l

IPle　 makep皇ant・c・mehe-daslhavesaidl
:1.halIwillp【)stt()you昌nyn1&〕rnlationconcerning、

lWate1・2{){)2inKuabLumpurwhenlgetthem.

lThanky。ua呂a1【 ・lbry・urelYbrtandthepr・ 一

壁(リ)竺1璽腿1螢(ヨ)

Iwassurprisedtoparticipateyourinterna曾

tionalstandardseminar.Ithoughtyouhadhel

aNationalseminarbefbre.Thefacihtieswere
'
ntemationalstandardandverycomfbrtable.I

apologizebecausemypreparationwasno

nough,butnexttimeifIhaveachance,lwin

mp「ove・

110fthecommitteemembershadenabledthis

SuccessfulSeminarbyveryhardwork.

[havelearnedmanythingsfromyouandJapan

peOPle,

Onceagain,congratulaしionsfbryoursuccess.

R置κ1'躍'〃8〃

注:terimakasihは マ レー 語 、 イ ン ドネ シア語 であ り

が と うの意 味 です.リ ドゥア ンさん とルデ ィさん ご夫

妻は、翌 日金 閣 芋の紅 葉 を楽 しまれ て、そ れ ぞれ 東京

へ 向 か い視 察 な どの 所 要 を 済 ま され たあ と帰 国 され

ま した、

イ オ ン環 境 財 団 か ら助 成金 の 交 付 が 受 け られ る こ と に な り ま した 。 ふ ぐヴゆラ 遁 善24号

今 回 の湖 沼 会議 ・自由 会議 で は 、マ ンパ ワー 的 と資金 的 に 難 しい面 が あ るの で は 主 なβ次'

と、会 員 の皆様 に ご心配 をお かけ しま した、10ヶ 月 にわ た る準備 及 び 当 口の運 営 で 一・一・・一一一 一

:は 実 に多 くσ)方々のボ ラン タ リー な働 きに よ り成 功 裏 に終 え る こ とが で き ま した。 世界湖沼 会議'自 由会議1'
1(シ ンポジウム)開催報告

!ま た.以 前 よ り申請 して いた イ オ ン環 境財 団σ)環境 保 全 に資す る活 動へ の助 成 先
と して 、本 会の 今回 の催 しが選 ばれ ま した こ とを 報 告い た します 。申請 額 に は及 ぴ一 一''"目一"一一…一一目1提言

121世 紀の水環境と進2・ま
せ ん で したが ・「下 水 文化振 興基 金 」の取 り崩 し額 も抑 える こ とが でき ま した・本i化 する下水道の方向

会の 活動 が 挙.上会的 に認 知 され た ひ とつ の証 と理 解 す る とと もに 、それ に恥 じない運:.......

営 を進 めて いか な けれ ばな らな い と思 い ます。今 後 この よ うな活 動助 成 金 の 申請 も1第24回 定例研究会&3,

積極 的 に行 って 生 きた い と思 い ます び)で、 惰報 の提 供 よろ しくお願 い します.!第11回 第12回 し尿研究
会報告編 集 後記 本会

に とって、これ まで に経験 していない こii

とをい くつ もこな していか なけれ ばな らなか った今 年 バルトン忌2001に 参加して4

の研究 発表会で したが、皆様の ご協 力とご支援 に よ り一 ごみ文化研究会発足

つの活動 実績が 残せ たび)ではないか と考えてお ります。

また、イン ターナ ショナルの扉 も開 くきっか けを得た の目1一一一一一…一一

ではな いか と思 い ます,1〉本年度 は こび)行事の ために総 ＼ シリーズ 東京のし尿処理の変遷

会で礎 案 した い くつか の活動が お ろそ か にな ってい る1は 次回掲載します。

ところ もあ ります。それ に運 営面でお ろそか に して きた

ことが積 年の オ リとなって溜まってい るよ うです。い ま
・度

、運営の体制や 日常の会員サー ビスσ)あり方な ど考

えみな ければな らない と思 っています.今 後 と重)よろ し

くお願 い 申 し上げ ます、

(酒 井 彰)

特 定非営 利活動法人

日本下水 文化研究会

〒162-0067新 宿区冨 久町6-5

NJS富 久ピノレ別館3F

TEL&FAXO3-5363-1129

jade@jca.apc.org

aan63630@syd.odn、ne.jp

rふ くりゅう』では、原稿 募集をしております。「水』について

思うこと、身近な話題 、会に対するご意見 やご提 案 、どのよ

うなことでも結構 ですから事 務局までお送 りください。

ホ ー ム ペ ー ジ も ご 欄 く だ さ い.
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